
 あさくさのリ養殖試験

場

 約彪鵬靹にぱあさくさのリの鍬が多川こ毛郎す夫蹴雌に売ので立
 字の布町村にあさくさめリを昔及す石ため甲寒川灰にあいて下記の美に貿慧して
 実祐しフ…。

 人羨の叱敷

 2一生育コ目の肥屋

 3.地引乞子め附着皆

4天候

 所捌図め通一1」

 核科ノ、文江繁熊本胞子付ノ50木

 米j='津昂己子牛す一500本

 地子院子付ノ000本

 2.幸同浜(各ノ0国もの)

米之葦艇子付2放

 水主津網繁に重ねた毛の/故

地子院子付2放

胞子付期

 米主潭/ズ隻111:二1
 套…末文㌃ケ繁ノ0月ノ2日

 甲突Il、、月≡二淡〔子女■卯丁/0目27rヨよ■jノ/目20日立

彩殖期目

 驚太花子ノノ日ノ3国運撤、ノ4目印楚i11反に亜ム完了

 米立簿淀:子会工・

 米上糀補1・時トラツハ・て蝋†葉3弾早帥に坤
 各湊の比致
    第/表戒奇置程(女所)

    月句i`摘畢
    中1

    〃↑    』=繍鵜、
    ノ2南米ハ薄種.1=1式    2～3傾勿裂

  
  

ト

    ノ1上1
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 ノ目下旬以降商珠期に入る。

詞2表生産音比寮(単位政)
          一'一^一'一`一'一一''一一一'.一〇'''''■■凹''.一一一一'一''I一一■'''

          女肺探綱繁僑苦          司旬焦本復米ノ淫埴地子種来砺7薪覆地子種^ω./胞子種          〃。.〃。コγβ.つ

          申κ3ネよリ13392坐J/9ク          ノ

          下5/2ノ40

          上流失`ψo本一3コ半304          2中コ度恢}〃0一」斗ω斗繊潮撃ヒした一〃2は勲1風たる地子定子である、杓是文竹はコ月舶σ)粛正の大持杷に蓬込場所悪く欠麺分流矢しノ。木目11後か酢に逮ったりして致った.          下い、ク7ノノ。

          上十          3中÷)ノ。o,694ぺ'一ク5
          下

          合計08傍62!52⊇ノ!δ

          坪当リ主ビ1353つ5ぶ277挑
          。着.#、虫

瓦
4

 上記め一置りてあるが熊本肥子乃零ヒあるのは肥子付ガ毫くあさくさのリの芽1上音無に立
 くでの殆んビがすぢIあをりリてあったため璃床しなかったものである.尚未之表尼子ヒ重

 ね瑛巨比敦した場合、椙当の服介'あるのであるが主1蛸抹度合その絃によるものであり.
 昏寮ヒも璃狭に注意すれ1ぎ孜卦癌故拭柔るものヒ職れる。余丘米主津繁ヒ熊本繁の比阜

 セ3早両統1ずだカく'、当月斤の蕃…采1まiを手{寸叱〔量三ヒbl(米並章陀子が一1衰召事力ドテi純ビーした。

 ○生盲管
財

 ヨ三合葛は全国司にカニした差婁…1ま言重めら帆なし、琉て・あるカド漬≡.巧己畠ド暮の頂』含1受缶]果の鼠得ヒ

 云はれる久!5一肌よリ高位である事がI者へら帆る.苅ぢ昨早凌ば//95休ヒ記めたの

 で一あるが末年度にあいては貢にそれ一よ1」も百い/一3休の該一ガー菌者め庶一こ者へら肌る.風
 しこの附老看についてはタ少'し・辰期に亘って1検討する此雫が一ある.

 地子胞子付着席期にっし1て

 ○甲棄川反に於ても地子実香殖が圃1に埼1」本皐も亥`吋一の約75一弘パ.〃0本は地子渓で・あ

 つた。秩って晴子付塞必の肝翔一を疋一重セベーヒ調査1した.
 。調査愚図

 「トキ「T㌦
 ◎ヨ

◎2

◎4◎6

 ̀〕3σ一



 ○員芋莫司ノ0月29目～/2周ノ目

 ○方法す着れ浮疾1・こ用いる書1汀生(/・メノメノ8oωいを各看詞委負に主オ星をjユて.それに20

 確室直に活着しち・.而して越後・一/・胴駒・取リ粉1好舳鋼鰍へた一
 ・。調査竈栗(花子付着衝体数ノωご老リ平均)

            4}血`56ク琴許

            負キミさの1」一あセ⑦リ.奪乏しつあま・の1」あさ美あリあをのりあさくさのりあをり。多ミあリあ毒・のリあささ・ηリああのリ
            /、帆学43〃モ当一〇5/城書20鵬〃3着1,2.o4
            6o芯午5526524κ32κ9

            流失/〃。・流失)ノ〃ρ2以〃ρ3ρ〃5グ

            」・坐)(瓶矢)4〃δ2ψ.o
 ・君集

 上記め通1」、舵手め付着量は歴めて少くノ固日に艶許3個を認めたのスで2岡目印5重

 ムよu/7日目に3・鰍ヒなザ方3則・3δ駄碑1ナた似であった・雁予州
 萎昏サ敬慢1で箇信は算牟皐景なかつち。時期ヒしてノ∂目下旬頃運込めば./ノ月中旬に
 旅1子の付着曼が大であることが桂定されろ.

 き董込塙≒期もノ。肩上一句よ1」'すべきで交ったが請一重《亭→青で誠二男～が不充分になリ量犯であ

 った.∫名8に於て街着琶が大であっちこヒだけは摘々すべさであ3ら。

 大前秦につ〕て

 あさくさのリの軒燥に1紙候が大いヒ岡張があるので今冬の天候(庵雨)について街掌に

 記してあく尚ごめ天候は毎竿椛略これに類似したむめ、膚で.ある.この衰から者へでもノ2
 同月'らノ高の戟漂期i=あさ之さのりの最盛期が合致する厳老怠すべさである.
 月別天候兼(ノ2同並1=ノ戸の天候で・曇天の目はあさくさのリノ日貴燥が

司.荒)

       月別精天離丁寿可1
       29年ノコ月ノ4ノ3223/

       Jo手ノ日/2ノ。k3..ラノ

       2戸7茅6上_ク2茅
       3目.39茅ノ。

       計36、、ザコ、汁一〇''一`       40ノ2二』、
       一一一・'山'・`'・…一・''一`・・`一一一一一一一一一一・一・一・・一
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 あさくさのリ渓場略図
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 黒螺貝養殖試験・

 揃字よ1』の畳泥亭宗で.佐多町島泊にあし1て屈希竹製の筏1二よる垂下式養殖乞行った。

 す引二費者すみのようヒ系殖局ヒして鮪は広くないガ'海況、地伍的焦作も。よく.符に争

 竿度は相次ぐ二目の台風に遺った1:も拘らず被害は屈めて軽散であった。匿児島県1す黒瑛

 貝裸建の北限ヒなっているが本車茱は年々発及の伺自可にあ1j資景の萱符とし1う琴が秦肩さ

 れてUる見在では.養殖技鯖め向上もさる事ながら貝の生亀を健リ資眠向坦研究をずる事

 力ざ惹矛寿ヒ者えてし1たボ。争羊は名重々φ事駕めため冠らよら惹…因童ガでさ坦かった。
 養巧童方法45'ひへ手首、ノ0α^高さの会く岡笥'こ一五貝ノ5何き入帆.!5へ2帆;■に

 全下辻しめた
軽通

 咳入帆期日琴月23へ26目ノ舟貢は前日又は当日瓜商さ帆た七の.

 候用核、大きさ日一石のキ円i亥で径ノコ、ノ8狐狐ノ萩の斉さ1ま径の56弘程変.用

 核は岳貫の太ささ.員殊質の広さよリ豊ユ尺黛した.〈

 核八れ貢総数62ノ何
120

 取扇期目ノ2目23日養殖期日豹着目.

 取搦時め生存貝撒5タノ圃

 槌ヲ己頁歓59営きヲ巳率73ソ

 8戸3/日まで.3ゲ
(

計5矛固
9戸64
 11目z0目～1⊇・同23日20{目

 篭よりめ脱落、標本、計ノ2圃

 三駄一冬織用ヒして30種1

 真珠打茨作業ノ2月〃目当所にて行う、取掃蒔6生存貢蝦よリ赦冬試験熱用30
 何を養引さ5I2ノ回の貢よリキ円真菰40ク回を号と。

 丙課パ贈ノ/3箇

 2石ノ茅ク■

 3・(曾付さ)ノ。ブ4

 骸売ノ級品〃軌/““く26倒メノ.2/∫円=3/5ヲ0円

 〃4/6州)8クメフデ3=似/2/

 5販畠/9クメ/85=34.タアr5

 3散言}ノ。7メ/ケ5=ノヌクラ0

 計=ノ5407/円

 侵禄珠の生産率使用核範敏ノ〃コ倒で/綴笛ノ/%2救邑ノ〃,,甑

 昌ノ0%で合計39%め生産率て巧った(除核コ20閏ユノ
ψ

 %ノ段リ秦γ不摂玖)

 一23ヨー



考察

 毘死一率【について木…華蒙に便弔した岳員は二味踊Iされるのを待ってフ実入れしたものて咳

 入前の蓄養期間はノ日以内であった)め底入れ暖=盟眉丁丙の艶死員数38圃(6、ん)
 が採コ曹よリ狽入れまでφ刺戟によるものが、或は移入れとその後の衝・婁によるもの

 カははっさリさえね1ぺ、介I、恐らく萩八れり衝婁12弔二核)＼机夜策rの未熟1二よる衰弱の

 影好が文きし、ヒ思わ抄しる。ノ!目コ0～ノ2百23日の曽句ノ目岡に20千日の艶死が'

 あるが・そめ中1ては殆んビ真珠賃の弁枇が微られねいもの'椙当量分…阯してし1肴b
 のなビあって艶πり京因が核人肌に基く盲紋張搦、フk渥低下・生物酌要因、〈の他、
 てあるが汝わ分らなし一1。た∫'二、三軍前よリ秋日、痴.:僕・爵(今皇)で甚大なる枚

 勃ら1ナたよら抵蒲死(細菌の系殖)一ば見られ虹かった.
 優1衰員珠の空1産高について.圭潅は前記のよ一うに不臓であったが、ごめ環困ヒしては

 咳入れ漠貯の未熟、挿入核が総じて夫ミ蛭さた車掌が着火ら帆る、これらの票固1ま

 姿死雫、脱核軍乏高めヌ薄ま李.琶竹さ、砺王なビ不買珠の割合を非常に大にした,

 挿入位置手ヤン付けめ攻暗ヒ共ヒ板の置定が優良珠の生差を大さ<左右する、

 黒螺貝の生物学的調査
 本養殖ヒ便岡した冊只について少しく籠司査をした1めで記逮する.

 方法取1腸員52!固め中よリ/〃4画き焦作魯に凋忠し、夷実長(∫.L)、穀商(

 5.H.)・・藏幅(S一弓)一散童(∫・W)ノ内室(H-W、)なビの測定を菰レヌ
 唾塩化.休喬慮の一色(慕系、禾旅条)比を諭べた.

 o∫.L、∫.『、∫.8、δ.W、い.W、の組成ヒつし1ては図を参照
 ○そ主境二♀33、合65、不明6

 ○外套厭の芭蕉系3/ノ禾肩k系ク2、叩同系/

 以エφよう1こ性比におレ、ては♂は♀の'約2倍ス外套膜②色て1ま赤桃系は黒系り約2.5倍

ヒなっている.

 埴捷ヒ外套膜φ色と6剛。1打めよらに岡係がない事がわかる。

 外棄釈の色の個体1(よる凋豆が町によるものカ'綿着意菌査を号する.

     ♀舎?計

     禾琳系25一443ク2

     黒系82/.23/
     一一…一「「

     .'中商系oρ.ノ/
     .,`一一一

     計336ξ!;ノ〃4
     J一一一〇■・'■一'■一一''■'一一.'耐■一

 一zミ斗一



 殻長ノ  殻高ノ殻幅ノ 残望. 同室名.度撒分布

判

20

/δ

     1・・
     」一鼓重肉垂     「『

     x二'23兄皇25.3

     ∫=・5/20∫二〃、3

     /δ

    
 
1

 亨δm'コθmm刃ρ功"32θ3物事
 4o'm'〃κo2コ。2〃3m

8

 ガ28〃

!323増 43
吻紡
棚63享

倒.「

婁

殻長

  コu

  ∫;〃

 
 

、
一

  ノ。

 x.{ノθ伜
30

 ∫;〃

蔵高

、30
 又皇ノ肱一

 ∫二〃

ク5'9∫//5/j∫
 流ノθ5左5休帆

2o

 ノ。

穀憶

 ,川山∵.仙
 7jπ〃㌻ん='55
 κ〃ホぬ;'、45小中

x=3!

∫'3.4

2ノコ52ア3337
 2リρフ3/35

 〃荷

 η例

月5一



 バプコ貝の産胴期にっし」て

 港内のバ刀貝の凌柄期にっし1ては昨峯度も一部調査したが不充カで男った李…Flま6月～
 ノ2肩谷1目/Iヨ言回萱しナ三。

茨科.方法

 汚円甲剤1夙よリ蔵長(∫、L.)60凧榊以」二のものを湖ミし成熟倒埣ノ卵の放胆状
 況についてその百分率左大めた。

 戒熱固体卯は員疎砂ヒなリ中矢の胚陀が元命大さ<なったものを熟卵ヒみ.成熟卵を
 易敏也ってい石も②を成熟回俸ヒした。

 放広生殖集の空洞の量1てよった

竈果一着豪

         r拭取日6帥67/58、!2728〃/4ノ/ノ2、ノ2
         調査何抹608570225423

         ♀335039ノ。ノ88

         舎26343/ノ236ノ5

         τ明.//

         残寒個体ノρo%〃0ψ〃。%〃。チ〃θ%ノ〃ソ・

         卵敬の出版I泥卵黛充実〃(3跳2(判         一一一一一

         放卵印2」(6〃)28`5∫j6(ωノ2(66)

         半分メ上教出2/(4')4(他)`僻)茅(〃。)
         6目ノ6日詞宣のむので放卵中の23個体は込^20ゾ程度の繊放蛍である。昨年 6目ノ6日詞宣のむので放卵中の23個体は込^20ゾ程度の繊放蛍である。昨年

 5肩甲旬り謂責で1ま卵は洋梨形ス1ま成形で、完黒固体は少扱で冴ったので6引二なれば崖

 柄棚姶さ帆孔みてよい戸7月一'5目舳のでは生棘練猷舳月の3・φ季1」4
 炊政リ9るヅが崖師中で砺。8月12日のものでは一部院録を失ったので判ら舳がI
 7目ヒはゴ同様である.

 ノ/日ば資料が得ら机ず一ノー2目1ま甲果〕l1反のもの・採及が・て1さず山11のものを爾杳した菊
 ;艮金一日体デド捨んビ991き文忠してし、た.

 W調査波その他不衛棚がつ走棺内のバカグイの歪榊につllては次艀が表へ
 る、

 ○蝸下司には成熟個体敦は9割以工になljフ目に副リ産自減期けろ
 ○ノ2月上=匂にはき…一向Fヵ樽冬1る

 フk質汚演予僑調査
まえがさ

 太果の片竈生産量1挫国有数であるため、昔語澱粉め工場七非制こ多くおノ80工場が
 廓案している.従って、現在竜で激粉工場廃水同類ヒっし1て髪々振起さ以たが一単なる徴

一236一



 善聴取調査φみでエ局亮水魚運締に搬しえなガつ牟。
 き糠

 綱附那鍬町太城i11柵並く.1ニエ蹄帥勘ら帆たところ沸農民恢対の声
 もあリ設置拍何ヒつし1て状況調査呈依頼一して来た.本城、l1沿岸ぽ、広範圏れぱかがいの

 蕃殖掲を有し、冬期は川反にてあさくさのリ巷須を案苑し、荘岸漿民の肢入源ヒ煎って

いる.

 か)る見地ヵ・ら.工場説立前と、資に於ける、逓岸の生物学杓、化学的.変化を花澄

 辻人ヒ,調査をするこヒになっ走。29手ノ0月頃より漂業用治¢許劃が甘講の高橋そ

 の他で工場款琶も中正であり・30竿秘よリ榛莱ずる計邑レめ二とも飼く.侠って現在

 まで太戒川原一帯の水系、夜買、生物福を、調査したので争後の基硬'鋤≡トビして生のチI

 一ターを茨竃童寸る。

5調査時期

 次のヒあリ、三回宍施した.

 姜書/圃笥司査ク目30日へ3/日

 量書ユ図笥司査9月一;～ア日へ2牙日

 第3同調査2目2矛一≡1へ3目/目

 §調査方法並に語系

 次り亘り頃を血つ並べる。

 蒙ノ囚調査

 §.騎瑚厩掬29『…7月301ヨヘ3'目

 §経盟

7艮30日

 ノδ月奇見易事1』・着、扇向の左二め一晴」'本態後1/0長芋30分一貫よU.地形冒詞看ミ更開貞合、有馬
 大岡水指所長.飯野放肺、抑生聖水町氷屋係.佐野激協専浦牛名調査k柔る、

 A景よ1」N昊までノ4め定息をもう1づI、トランシット、六分儀を以て、爾潮潔千瀬映

 の硫暗室測量す。

 ノ8時3o介調査終了

一泊

 ク目3ノ日

 ○水質葡査

 ?時よリ、長さ約9尺の天馬事谷ヒて∴満潮時よU、干潮に至る岡に、跳.ノよJ.ノク
 点を任黄に衰めて、測量、庶未.丁。・終了、/ノ貯30分

 ○程資反ひ一生物静壷

 ノ2府30分よリ、/4時の干潮璃を1パ人芒ノ6時3o分までノ9薫を任意に送人

 で調査を宍施寸。

 6穿字塔雪三えく'気茄にて帰砲τす、

 §調査絶果

 一2ヨ1τ一



工施彬詞貧

 別固のような、i1戻一帯の施形図を術成した。

 国に見る重リ.沖合、E.Fに干拓工等による堤防があり、Fよリ桟塙ヌ石よリ6r
 までステ石が案がれている。従って千専も複雑な源相互塁し,景子朝時.河火の派内

 は堤防によリニ又している。

 図には当目の…茂潮濠ヒ.千嵜1頚を示した、

 工底質並びヒ生物調査
!)方海

 底撃調査一直発3外、高さノ2休の隻扱蓑役コニ甲に挿入して茨集し・婦所蜜電
 気象探黒にて二日田充分に幹,桑さ仕北川式1砂泥涛一理蕃にて暗い分け礫一(3伽箏平

 方)、大抄(ノ仇帆平方)ノ甲沙(鮎帆狐不言)。水渉(δ.2帆帆平方)、綱
 抄(oo5仇伽平方⊃ノ足(oo5仇帆平方の目妄遍且した徴綱粗)ヒし、元々

 妄全重…モ…1=二対1ケ;るi彗卦斉=てミ衰オつしナビ.

 生物調査一一/沢田盲,高さ5寸のゴIリ妄毎カーテーラ'トをなコニ申ヒはめ、深ミ
 冬勺3寸の砥上二乞i多殖・ゴーテにて眼1」忠し5■肌惧平方の全網硫I=かけ、その内に残急

 する.生物乞沫集した。帰前段,生物の分負.測定を行い.出夏固体数を以て分

 布を表した^屑物1ま承果され拡かったが.調査中里室けたものを記入した。
2)笛黒

 醐雛についてはナノ表・才2図。生物縮肋城一オ3国1て示・し・.労/図
 に;同室挽=魚を示した。
3)摘要者収

 ○詞妻方索の都合上=調査場所1ま干淳でな1ナ肌ば坦ら'ず'.旧唇二日であったが、手広

 重コが祝してつト〈、広完困に亘リ語一直杜乗な1方・った。塙」にバカガイブ萎亀場所は全く

 干むせずくの分布妖驚椚回めなかった.

 O。ノ9章の調査によって.生物め裸冠を.見るヒ、予想以上に碍急量が少く約半分

 の9景1=一は生物は採集さ帆なガった.

 ○ヨ≡坊のらぢでも有用具;負1ま)そノ1ニク6戦1孔(毫自菱)めバ力ガイ;鮭員ノ憧I、シ6

 /7に「あさり」在貝(//、8帆孤)/、固沌/91ニパカづブイ:睦果(3伽一1入)3

 優ノの令書十わづ一か5値であった;

 ○ジ≡目をひいフ三生J勿ヒしてあ1ゲまき矛トのニオ文頁(ヨ童不頃)カ{Sそ2/6/7、/3

 にて一栄集さ帆%9で1ま7茅伺わ榎急していた。(譲畏/～2ω・のもの)

 ○貝ヨ貧ヒっいてはその尼穀も調査・したが、バブコガイ赤=貝(3小奴工)のものが各千斤

 ヒ孝教昆賞けら肌た。又、八マグ'ヅソメタカIイ、7サリ.イタヤガIイ.アコマ貝の

 一老ミ、ショウツヨウ貝、マガIキガイ、サブすパナイ、・字の異類七斌蒐。した,
 0婁董灘員で1まアフrサ、アオノリヵ“一着万に生二えてい夫二。叉一カ打ノリなる稀司童も礁京し

た.

 一」23s・



 ○千花工事による提防石垣ヒは、フオノリの外.フヂッホさが雷生してし1た.

 液質の分布状態では才2図i・示す亜リ砂質が'ン9宍中9系、で景もラ〈.次で・凍
;尼

 拐7集が一7景、砂革質2焉、、・;巨石少食/点て・あつヲ….

 。符實すべ妻は.:の藩岸は所謂カル石ガ非常1(亨く.碕目(γα/)9帆側以丘

 の礫は殆ビが別レ石ぴ1」、σ2き帆㎡州0,3節の中外で鮒棚舳石貨
 に凸めら帆てし、る異文竃であった。

 〇二のこヒはな貫主吻にも影魯がIあるので・ばながるうか.チ後の調査1:秩ちたい・

 ○生物の宗～憲・倭一抹鼓ヒ.径貰ヒを.比敦してみるヒ、沙責ヒ9ク伺休で著しくラ〈.
 次1'=凍砂一貞に8同広.砂泥質ビク圃床、だ砂百1k/1固体の}貢』なっている.

 リスヱであ.るが'、ナ2)欠、3次の吉日査ヒよリ、莫に書手幸日な分布状態室才巴;渥≡レて行さ夫二
 ㌧、,

 肌τ.底質調査畠采
        帝香言ノ2345一6

        こ往⑳費目貫。圓の3.m〈仇へ3.m^ス00'一口“、〃θ^o.5θべ休姑0、物舳しク20へ〃パ〃ρ、05〉刊帆
        900帆札!〃。仇帆・久25帆肌・004伽小・ρ.ρ025九

        の自利st名N0.株礁欠砂中砂小秒調砂練繭粒沖泥
        /久放資/025γ!5.刀ソ33,6〃!3/9〃ノ785%ノ/7%
        2々砂5,75,ノ∫.30{34/o・4/00。3,85,加

        3C榛抄,/462φ2〃/0'378042/.50・5.8〃40,一24

        ケλ/7/クφ//僚。42./6〃42.20・73a・・加
        7ク74/テ38・。'〃70・23.73。ク.r5・・・ク■        逃グ石/矛5'4、ア2¢2〃i0争2740中3次2oク723'

        7冨砂ノz茅/タ899・3443'4352≠∫25三柵
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 つ。地2 生物調査繕栗
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皿水質調査

 ・)放水時期7目3ノ日(旧正三酬瑚午前嚇)午前・順二午前寸一賠榊介
 ら干汐にかけて挟氷する.
2)方法

 ○潜在酸案こ∬1より.∫t'8豆を任負;に」リマの糸固水(水深3o1ハ)乏議案
 瓶ヒ1珠リ武水ヒする.'帰后後ケインクラー②方法によ1」直引二足■を行う。
 (隷字はノ也甲のCC数を禾寸)

 。社学榊緑要素{一(C.σP)
 水中の汚・呆湶ヒなリ得る勉貧が敢'ヒさ帆て、主。ヒして婿花の散化物ヒガ又吠に旭

 るために渚賓する酸化剤ヒ村応する酸系習を榊仰で示したもので亜マソガソ
 酸刀リウム法のうち葛温浅(暇案消貴看)ヒよった。

 ◎亜硝酸塩こ・叱琶法による、即納ア"プア^ナフ子iレアミンノ馳又ルファニル酸
 及び酒石酸の混合掛禾(ブ'リース、ミ=Lロシ試案)室用い・て塩木を桃兼邑ヒ琵琶

 辻しめ天竺。チIユボIズクの叱色計を用いて叱芭した・(±数字はノ肋中め1肌茅歎)
 ○温分ミークスーツセンの海による。

 間これに附瞳して昏烹の氷逓を測定した。

 3)旨着累、一上記各項1目に就し、では元々工〃しノ.F44ノ～占に示した。
与)摘撃寿累

 ◎第一因の予榛調査であった竃.Mの一ビリ方(ビこヒシ七をとるのが最も妥当か)

 及び沈での刺く方法(海の丘穣伽中曇都か抵琶部かの何帆をヒろめが貝レ1か)

 等.二竜一けない美ザー多々あつた。ス定量操作について千矯試験を打って居なかっブ…一

 島教壇の武勲定量1よ行わながつだ.

 ○労三.づI末成一州の海1=流Xする状態に巌いて庶討して毘ろレ、次の抱くなる

 戸え享3(冠分の分布〕によるヒ沙流一は雨ケら。岸1=滑って比としてし1ろ。抑
 河口正面に炭脈、Fが・あリ、和批た戦熊ぐ表収て醐につさあた1」河
 水の大部分舳1こ押さ一れて、牡に1葛って、丸によuそめ影響嚇福附肘ら更に
 遠くに冥ぶ∵ス河*の一一部タドば、羅防南劇をかすめて、沖に宏季底員騎杳ヒ依っ

 ても桐ガ・鰍の鯛のあ綿柵弐・ての鯛1ま・碧師一溜へ・民び・
 歓の薩工発物の珪須が冤一られ塩分の分布ピ飲してし1'る。又堤防榊に図した
 部分め∫七ノ牛てば甑在最毛葛く河水の影・劉宗萌1タヴら千汐ヒか1+てば殆ん影薯
 を賃け拭い事わ分る。

 ○溶存酸棄に就て

 河水の影饗を受ける部外は溶存酸桑は少一くス、海岸老鼠1二平行して画実素量1よ斯)欠椙

 幾二幾二姦ζ勝榊粋.i面し㍗鵬鮒
〈

 r)1こ、、c,Pに昇ごいて:一一しの分布は塩分の分布ヒ同席.テ1I水の分布・がてめま}c、

 一.ユキB一一一



.§

 0・◎仰布にあて1±まる・畦河水の♀・O
 はIさ涼レ、。

 .ス河水のC.O,Clは.海氷のC、σ1)1二比べて・

 外で巧った。

 ○垂石i当酸逓=に就いて

 .1)1竹島分分布程、長匿萬1(影響は厘

 、ばるカ、1て'少さレ、1自室示した軍1ま予想.

      『一・μ

      S.T永一・一.渥'c.湿分%醐酸温悔し0・D倣肺臓伽
      /.2ス多25一、80.0066ノ0.2クタ7

      づ.I一25、/σ0066ノσ475、一2・

      {一242σ0025ノα295.2

      ψ'一。25ぶα0025/"/7.5'8

      5.23.き22,30.0032/〃/75/

      42462矢?o.0032ノσ275、δ

      7^2ふ庁.0.0025ノσ2247

      82ユ.952、矛皿005'26、/744

      925,3一ノ4ノoδ!987タ0

      /o2劣697σo/569625/

      //2ぶ、0ノ0.8λ00庁89674.δ

      ノ227952ぶグo.0025ノ〃2ク5,0

      ノ32ク623,70.0025ノ〃。75.3

      〃・28.2526.5〃。o/4/0.3∫5=5

      ノ5一28.0823.7ゴ0022/0,3∫5.3

 主の介榊雛き準めてし1孔師・物5に示柵であるが他の髄芸異る萄
 信頼E・Fの加に面した淋搬切く河かち流失したもの1娠蹄沸してい
 砕1二触けられる・その減1二榊影舵州ない鮒の沖に画した紛1揃
 も八さい芭隻禾し、山ヒ1の部分もやはり、一つのブロ、ソクを形成してし一るヒ冠われ
 一る.

 他Φ部分の分布1古河の影響を受ける強弱ヒ役っている。畦F々5中・%/.足
 び跳2のm66戦はう数学・締か果一し桐から鰍し帥的・
 河)ま全寒迅岡係1こ沖の影書1二依るものか二のユ鼻が他の㏄の亜硝酸渥冒ヒ敢

 立しているのガー寸理解しか叔る。併し河φ流出方向よリ勘架す季1こ河の影響ヒ
 鯖えら牝・ない前から挟らく海水自体に含ま肌量で賦11ガヒ建は太るl

 g醐ヒも宰へ一た如伽ての寄伽沈二肺1二も歓職紬酬餓槻
 .剰で鰍、紬1榊の総を鯛して行きだし、。尚州よ。は白菜舶鰍
 ヒ絆葛弓海夫邑も派太し、<の状雛も鯛'瞬を認める.以上

;和蝉査
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第12固調査

 §冴芋表日1亙召弄口2ヲ字9目27日～つ8日

 ∫経過

9月278水'爾

 9時30分.克看リ己島出発/コ靖」海薄着1、涼協にて…同蚕準矯及ひ打合・す,/4塙二よリ

 前回春1萱壮し.実1点の・膏・香乞一監を.M点C焦嗅ひ一D芸=は流失してみリ、C魚並くに勇二

 び淀魚を鼓琶す。

 ノ7貯詞萱終5

 』追

 ラ目29日咽

 雨天て・あったが揖瑚虜F二置きIg跨よリ、氷買講一査を菜抱し、沈!.よリ比ノ茅まで任意

 の急で測温'疎水す、/ノ時40分終3

 註食後ノ3時40分よリイ4魚kつし1て千田面の筏貞及ぴ医頂生物の詞宣をな寸・
 ノ5時40分終了ノ9時3ク分鹿児島人福

 ぎ調査緒黒

 ∫地形調査

 ○前回の調査指果亙墓硬ヒしたが、マの後蛾因の胎尺によって介一千淳面1■かなりの

 菱妃乏みた。

 ○那ち、河I*め流れか干拓工事戻防盲Fによって、:叉してし、たのが定息σ、1)固にI
出

 流失して∴H・巨間は・上二砂の珪怠にて干潟時には流虫しないようになった=■
 。従って.臼.胴の下卑の形態も秒変他棚ったようで羽るが.本日は予掲以上巻
 踊め干きが少<オノ図φような妹少・な酉しカ、干I蛍しなかった、

 ○牟患は,C,Dノ寄。Jの昏怠は流失又1ま販項してゐたので、C黒並<に新たにC
 点ヒして疋急を設けた.

 皿底質並びに硫養生物詞套

1)方法.

 前回同厳貢歪5外。葛さノ2休め菅奇及にて珠泥レ.叉川式砂泥周太番1こて分蜜。
 生物もノ只回方高さ5寸φカーブIラート中の生物を姉川=て旅集し.分類した.
2)乾果

 底質詞査に.つし1てはナ/衰。ナ3図。生物調査ヒついてはナ2紳・弓ノ調練
 図を矛/團に示す。

3)唐要者累
剛

 ◎手出両が前竜よUわ荻がったため.調査地政がケく広範覇に調査出系なかった。
 ○ノ4怠り語1査万らみて、;医1買は徹して磁…沙賓カ“易くなり、砂質がI淡くなっていた

呵

 ○万1…回の前岡流失:していた部分1ま殆ピ凍砂質(前回は孜繁)に変リ、泥砂質わ消
 失してレ1た。

 一ユ愉一



 o;段擁輝」に1ま前一回よりも着しく疾岸して砂・…尼.婁、ヒなっ.(いる。
 ○生物調査では、苅岡めよ5坦棲墓はな<,一恵て'の景高層恵倒沫敏はシ.6で4'

 個体(前回%9てク8個体)て寝息地貞、も/4点、中6県:全棲亀個体撒ノ2個

 体ヒいう貧弱さであった。

 覗殼ノ破榊前剛・化けく、菜類は殆ピ認卵がった一
 叱伽穂圃徽ヒ底質の開際は瀕1…3点(5箇、、凍嫡城(5献).
 泥砂一貫1ノ量(2個体)で・前回同厳、砂質ヒ底寝生物分I穣憲し々すいようである.

 ◎以上のこヒ1よ随凪による地物の変化ノ隊I貞め変動によって.生物の生活撮亀かI蛋

 ったため.巧る生物は死癌ヒ至ったがわ佑札すII、争図の生物調査によって得た資

 料でばあまリにも'固庫数がI少なかったわて・断定しかねた。

 仏ムし/

底負調査竜索表

         /'ニエニ:二45・6T         へ稀番唇＼3.o〃0,0.50州1λク5ト0.20州.帆σ20へ0.0よ1代.“o,05〉         し洲刊

         90o.コ∫川{σ04"い{

         名分∫仁政M0＼中抄・1・砂          仁泣卯泥
         ノ涯砂≠53ゾ。ク、。打、ク○ソノフ7ノ/0,003%

         裸砂ll÷十…;三十チ;242、/4         ビ49・224
         4砂5、矛9・一/ノ'

         5ク5.06・讐十十七1÷○アj一om2え
         6擦砂ノ2.33'ノ5,57・36.oo。3/.68・36olク〃8チ

         7タノ5.o矛うノ9ヲ7・2.24グo.〃。5チ         2川十川4         8タ723'

         9砂ユ69・

         /o泥砂429`

         //砂泥二10、二～4≠

         ノ2燦砂ノ麦。5ノ

         ノ3砂6.86弓

         /ク二ノ33・

 矯着なし

 一ユ仲一



丁此2 生腕調査繕累
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 戸∠号2本威蝸尻弗腐生物分布図
 (生物認・慣体数⊃
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皿永貴書目査

 ノ)抹水時期

 9周28日田圧3日(・ト雨漏青汐茅時半)午前3蜻二半、涼汐カ、ら千汐に方1ナて裸一く

 する。

2)盲法

 j{春4享酉婁桑二一∫T/より∫T.ノ8…1…むを任竜にビリその表面レk(一く派30C帆)を百麦

 索瓶1ニヒり試オくヒし、ウイン7ラ法に依リ20貝芋日後定量支行う。尚ST/0/6

 /7/8の四薫は表面氷に併有して、蒼覆水挑破水
 ○化学絢酸素要素量(C,αD)1一溶存醍桑の場合ヒ同様.ST!～∫Tノ炉丘室

 採水前回レ同様盟マンガシ酸カJ法の高温浅(酸素消費量)によ1」耳去した.

 ○亜硝酸痘

 比色麦ヒ隊る。印づ一リースロミエン試薬'1三用いて毒水を桃朱色に発色吐しめ比色
 許を用いて演1起した。I

 ○橿分ミクヌー'ノセンの法11こ依:る.

 ○オぐ置PHこ族木工蒔に水温は逓壬凄=言十,PH1才κkκオく系イオン(?H)恵庭レヒ.包言七

 を用し1て罰』安した。

3)笛乗

 上記名鯛に語いては知秘・ル8/-71・礼た・
 サ)摘要者累1

尤固
 今囚の瀬は牝固日であったがI河水の鮒の紙縦々、その他の繍が前暉
 に比べ甚£しい相異のある事が認めら牝た。

 ・先ブ河の液入雌セ見るに戸々・(壌介)に綱ヒ綱柚河水は・触EFの
 E魚俣病の商榊麦打めて殖く.沖禾液止すゑ.紗て河水岬碧は余リ沖貢
 てば豆ば苛い孫に思わ帆る。ス挺1両EFの沖ヒ薗した部分は苅固同様河の影薯」よ

 受けない.
 比の事は前町の静養ヒ板るヒ河フkぱ河ロカ・ら眞盲ぐ摂I防EFに突き当1リそのま・

 劇二砦って.地工そめ瑚専は豆〈桟橋ヒまで及.ト事が認められたがI、立」比べる

 k河水の抗〉峨奄は会く逆ヒなってあレj主が載尽の影響1二依るものか風向に依る

 もの城い榊に依舳か誰輝酪七!ている岬分嚇は一
 徹に濃辱で御こ淀防EFの沖合㈹前南の観測で25炊示したの1二3/μ誠
 っている。

 主は・今回(9月)の靹がク日め天よりも小さ〈挺っ.て・滞の動きが護優(沖合
 の海水の移婁オが・トね.ガったとも云える,肖∫T/2ては確立j仁の各員が.首3/払ζ一

 あるのにノ2.34%ビー意ぢげ孤立しているめぱ.二}に一つの独立した太常が一
〉

 遊菖、寝淀乞形成しているものヒ冠われる。立一は1駐介に下艮ら・ず∵溶=存酸系ノ水温
 こ、o,1〕 PH等の要素が河水の夫に類収している。

 一2.5ユー



 。添存酵柔

 前岡の貿測値に比し.全然亜の榛向三元しているのが溶存駿桑である。郎ちク目

 の鰍には河水禍薯芝受ける部分葎.酸案量は少く.沖合ヒ向って漸次善栢し
 てし、ろブト今岡の言え測こはイ収ヒ正反対ヒ河水ヒ量も多く.酸素セ。奄」害し.使っ一て

 河水の流入了る部分て・は酸素曼君く.沖1三行くに従って戒少しているヒ表う西臼
分

 い鮪を示している・(ての等量線は大体温柳糺同筑である。)舳丁・2は
 ;可水の,豪瓶に依るわめか'その嗣團から取立して高い値を示している亭は前述の鼠

 リであ石。

oC,り.D

 C.O.D値が河水に低く沖合に高い事は前回ヒ変リ肌1がその直は一般iこ小さい。

 特に∫T2(硬言すれば河水を狛す)苓は7目に6・/7惧争ノ地のものがチ画で
 は2、・5帆戦ヒ舳伴/批程液少している.。その他のSTでも7月ヲ6一〃
 仰/e批。の範岡にあったものが一大伏"、ノバ“身〃比ヒ可成リ1町少しているのが一

 目立つ、ユは7目噴河め涯r線で囲壇を終え一.棚巴して、除草セ行う島国圃の排水

 にF一(麦・豊のi自オ……才勿力“合まシし夷下水ヒFl=流入しフ…ものヒ思わ帆.ヲ目に、弍岡i詞の羽1≡コk

 ガ'無く'なりマのさ冒果≡・かI現わ机たものヒ君事長されろ、C.0,i)のラド布図は男丁の玩)＼

 残重量、頁F温分`)命術孫kヨ嚢イ以した:ものである.

 ○亜硝酸橿

 立は一徹に城ケしている.節各∫Tの大師分力原弥(亡㎞)程度で数値ヒして

 表わされるめは∫T3、ゲ.6.ノ2り4臭のユて、盲口撰1箇1三Fめ夷r口に匿rした詞す

 分に前回同様亜硝敢温を君く含有した氷塊が認めら机ろ.

 opH(水素イオン温度)二海氷の影響を受けない河水は甲住(PH=7)で沖に
 向って嘉度の葛まzにつ帆て.PHは71レカlj性コニかたむき.Pけ=7チ芝示し

 てい;る。

 ○温度二合4気的1〔7目よリ的チ凌二値1=している。立は時期的に見て背ける。

 尚ST/2は,垂王砧酉貧屈.PH.温塵:英1==唐丁国よリ殊並.してLlる.

 §底層水に東だいて

 作業の都合上今田はST、ノ0・ノ6・.ノア・ノ8の回菓にレコめξ・
 ○酸系量ミ表面氷ヒ顕著な差異は認めら爪なレ・1.

 oC.0,0:一低魯フKのC0.Dは長面水にrヒハー=て目目ら力'に大(ある,之は百た才易

 ガI況曄する亀レ思われ深皆師になればIなる程増加するものレ建われる,

 つ亜硝酸隔:一

 ∫丁・/ポ/γ一8の表酬の鯛醜1ポST一・ゲは鋤ず、S..下一/ア
 /8(は榎跡/む・仙)程度■おったが底審氷では明らカ'に、堕硫酸旛ア3洋在が

 認められる、
婁

 ・・'・一系量1一

一253一



 底房水は髭か漬度が幾分ガ・湊琴であるが夫ば水・黒ヒ舳ける旋には冠・え1二
 例えば5狐の水深て衰酬くヒ底召ズの回1こ0.茅Zの差かIあ;るの1'二〃5八チ)～深

 では僅に。,45zの差し方ない。左1も底信水は籟堕1急ノドき嵩.照確は断案1は下し一

ガねる

 ○永.温

 底引揃霞が高いがρHには余1」変化は冠ら氷ない。
㍍は

 以ヱめ如<2ケ目。』。六分妖I尻が変1ピしてい一礼鰯焔は鰍紗さ扇・立に関
 しては]≡石匿な断表…=は下しかね=る。

 以」二

第二回調査

 丁必/.地ル唯商ん伽し仲

       S亡水渇。cP,H塩        ↓C.O.D朴茅ん竿       /ノ84/4

       2ノラ.2⊥斗1ア^一_山_⊥_'_____^.78.ノ2/52.0∫55■'一一'o一一'一`.'       '■■一一'I■''一止…I'一

       3ユσ?ク0/593

       一トー一79生十5/74」_o4       '一`・一.''■'o一一'^`

       4コσ9

       5一ノ90"斗"㈱;三ξ唖       ム205.づ土箒85509一半一一一一一一       7222       8コ3.0η24、、寸。、
       十       922.98325.ノ8え伽ヌ6名ク3・・†一戦

       振替23
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       //23

       /22o.

       2.3.       ト23
       R23.        コ2.

       ノち底昏25・
       素覆24

       ノ7低信25。
       24

       L民25.
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 F々7本戒川沢C・O・D水平分・布図9局・ア日
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第3回調査

 §騎裏目ミ旦吝示]30一年2目28目～3月・ノ日

 §底篠生駒調査

 ・頒は前=固(7目・.9日)の調査よりも範馳碇<.・河〕l1水の影鋤残いET
 の堤防阿の三角洲に於ヌ実施した。
 ら方法

 ・舳を四果もらけ、ノX姉の力一ゲラート(深さ3寸)による榛急窪夏
 の調査をした.(前回同様)

 ・尚,細鮪度麦帥碗叙ノ郎、2ケ所を窮した。
 ○ヌ.E-F間の提防ヒ耐'着している生物稻毛観察した。

 。調査港果

 。T〃レ/「∠争2の通り
 。摘要者累

 矛ノ囚籠蔭(7月)では.=iIカf類.7ゲマキ類、アサり等イ妻カ、斌がら巧妻亀してい

 たが、2固の?目の調査では台民後り為.干湾の地形が変り、底質も淘いカiレ石質

 のものに報われ殆ピ生物の存疋が潤めなカ'つ大=。宍のヒ:ろかつがりしたのてある.

 従って今回は,極めて狭い範圏て調査することにした。しゲるに.各要ヒも7サづ
_一258一



 べ力がイ、アゲ'マキ萎毫がカ'な1」庚寒しSオノて全ト生タ勿{国織が早均ヲ{固体、Sイニ2
 でア5個体,叉3がノア倒伏跳4がノ4偶体を数えた、

 概して1三一Fの提防附並よリ%.つを中心にし走溶筋立くにそω密度が丈であっ
 た。

 ○又.E-Fの寝坊1こ着生子ろ生物Σ国庫するピ.知二回では、フヂツボ類ザ著ピ

 カったのに憂し、下回の島リ萬さ釣!3帆の下部30帆にアオサ頼、約30帆婁

 1=仁ト平クサ類が発生していた。この眉かE-Fの擾防同に明瞭ヒしていた:ヒ

 1ピエクア燃生
 ド舳がさ着生

 1アオサ菊屈生

 亦I4字に目立ってし1た.

 筒・酌の甲恥帯1こ穂脇これがさ(ω舳帆肌仇舳仏茅)
 ガー着生し・平均してノ尺平首は占～ク岡籔えた・

 。緑藻類1士木賃め着1完に蚊凄て巧り、潔癖星幸性対生物であり、米ノ淳古賓一帯に
 も富Iては多量めアオノり嶺を差していたらzる・澱粉工場設立後全く着生しなかっ
 た09年.船ヒり調査於敵〕こ一ヒ方ら見て,E-F肋剛こ師アオノリ

体
 韻め消長氷實着流の良き指標ヒなろう.

類商
 従って.餓は.塁脇飢して澱粉触妄作リ、7オノり穎.脇欄於乞試
 み各課度に付する.生物学的荻化を肥=産し.その限界を求めるよ5努めるつもり

 である。.
 工北征ノ
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 フ。ヲレクトン調査

 各此で承慕した、糸集府が斎謂時であったため司一州特有種は4ら岨すヌ桃萄の組が

 の違1いも条リみられなが,巧唐物性ではんしし帆かI大切分でありCφ仮小しルく・〃、

 λ砂州岬バ〃ん・々必ωしめψ和伍ん泌い沁
 畑ル～以ハ、虹ω叶ε心ル仰1動物佐てはκ〃肌,c中粋
 が.ヲかったy/出現した種類は;欠の亜リである。
 以伸一仏加州:～・・～ノんω抑ノ米J"〃舳～机似ノ

 狐仏心一〃.〃〃三銭、*抑んぶ仰〃ρ此肌礼以久ノ
 米左んMω心ム山拙し〉セ?c〃ん1〃・ん炉尤し〃・
 ・肌舛ん山・山1一κ{肌与仰舳・
 米肌ψλ比1帆検んム帆処分九ル1以!・M〃洲
 砕米玖糺仇ω吻紗レ山*ぴ・ノ〃!払u・玖一∠坤狐、
 米じん・ω山札∠件・米Cん・〃粁以心・'蝪狐
 伽仏一一β砂〃比8ル～叫・乙ψ犯し
 禾ξルω帆〆以z舳乙こん舳、ルしと〃凶仇均んん以ん
 仇μ'γ71洲肌件叫・〃与しん孔ルレ以久
 Z伽_芦ム』'・しλレω)

 ル・妹ノ/似必ω。工呼ん久ノρ九μ押.
 β山ノm～ん1ヂんこ{・伽什〆ωノレ月一ムし枇。μチ玖必
 五、)レひ仏

 P人件一Pれ種郡明・種かあった
 (註1)米多いもの

 ξ木賃調査

 /)一未,1〈』涛;朗垣召粛ユ30手3月/日(旧{E2日7日・扇薄目(・1㌔章8〕午後ノ2時半)'0

 よリ/3時にかけ(疎水する。一
 つ〕万法前=団に峯ず一

3)竈累

 採水魚・焔一齢一C…P解燃・亜硝蹟橿の各期につい.てば夫・帆/
 F々/一61こ示した。

4)腐要.考察
 本成一州1河口は†拓工事め為,提頂員捨石が投入さ収ている。比の為、河水の海えの

 流一出訂向は提防1E.Fの両端をかすめて.=外されろガー騎期によリ大部命の河水か

 堤防のE復11(榊1)畝肘る船ヒF側(北創担雄丁砺合又は1その両端を
 ほゴ等量の河水が触する舶寿ザある可¥の雛防Eξ川口に帆前糺
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 ヲ判こ面した部分k停滞永1或主作っている傾向が多く他の…可iコに見られない榎箱=な水

 一目を禾してしザる.

 切論、豊確に主等のフk損を掴むヒ表う季1書種々の侠件により困耗であるが欠休め輪

 砺だ一けでわ知る事1才河111中に放蛍された工場隠水亦Iピうゆ5状態で分課ミれて行く

 赤マり拡散度合ヒ表ったもの等を蕨知山未ヌ正常な状態の海況て・の溶存酸系、亜マ

 ンガ.ン竣棚里済費量その他φ事案が工場廃水の影葛を受けてピめ麻1=変化して行く

 方』云う事弊芝泊ユ』寄る為の参考に伏するものである。

 そ=て今回の調査では苅二四の河水め添蛇句沸弾よ1」も㌣の河柵昨首し
 てピめあたリ虹反ミ'ガを知る竜味.こ於いて鯛

 蜘緒沖合1二も採水気を求めた。

 §本攻,llの歯えの流入淑憲

 今咽の採水気は畏砺附並ヒ拍1申合i?蔓魚芝置いた島その中岡部分を詳看剛=知ろ=事一ミ

 主栗菰かっ夫=が哩手温線より苧11断てるに河,1(1丈提防1≡Fめ南釧(E側〕主は殆∠ピI流

 出せ一ゲ、苧霜に吉甲さ札て岸に落って北上している。その他.有焦物.清二存両菱・乗等も
入

 河水の泥水枕髭に率する。

 これらを前=団の箆別竈黒ヒ比栽するに節～牢・7日頃は争固し3目)の鉦測』同族、

 河水は岸1=沿って比とするガ又反面河水の一部介は炭防1…1=のE側即南側を豆愚し

 て.油え蝸.マして、その影響受囲は7月勃1の方が非常ヒ大きい。
 .溶るに?盾の蕃一現1では提両EF芝旅人で二分され.葛ミL、て支えば堤防の南側1(三例)

 芝ラ〈淀宏している炭に冠ばれる。

 尚。河水の海えめ広率度合は朔の大きい場合ヒ木さい場合ヒで隻い潮の太さい程河
 水は沖に宜拡る慣向を示す。

 0水・温について

 乎痢水温を昆るビク目26、/o(ノ9高22oC,3月ノ6,2自。ヒ7月が景も高し1

 {直と示している。南河水め温友1ば大;体平均水温より釣4θc底い値を示す中

 0竜介にっし1て

 平均逓分を見るにク月20、各%、9月2∠2%、3ヌ3!37×ヒなつ一でし、石一
1τ

 ク服ぴ9豆は大瀬好期、3目ば人瀞済林水戦し鵬'前勘加く河水恢
 ぶ蝸淋汐時ユニは菱監剛て帷碑棚像さ机る、
 ○奪。在欧桑について

 鮪鰍榊値は夫・舳物・,・・c脇バ・・こルψイは大/て
 き㌣砿い。
 令固の観測では徹して春存酸桑量が大てあろ
 舳ヒ。月、弍沖.、行;.二秩し、醸鯛は紛し;し、るに表し、月;よ.引くに嬉.
 く沖合1二行くに従って増加している現象を塁している.ス争固の調査では温介の

 船ヒ爾穣榊を所炊して解いる.
 一ユ62.一



oC.0.Dにっし1て

 平雛は夫マ…ク月伽芸ルーパ㌦枇、茅茅j目伽で杁乎維で
 分る麻にク河は有博物がI河水中一に符に多く.主は工流;昏謙附並の水帥排水1・宋
 因'交るものヒコ種イ象され.る。

 9胃ヒ3月('は大差なし。I
 ○亜硝暖壌につ{、て

 今回は平均値〃。ノクテ帆詐ヒ段の7目9,≡1にr乙ベツ子1=太さい値を示している、尚
 河水甲ヒは亜硝酸揚は認められ揮い。

 以」二穴体、昏妥象め外布は水量反ひ鼠命あ分布回に葺・ずるヒ更て長山
 又…踊汐カ・ら干=タにカ・けて汐の加斌'で河口閑一』=〔に1亭沸水域'がw成Iさ帆ろ事がラ基f象さ
 机ろ。援砺1ミFめ・沖に面した部分'ては河メ(の,影響は殆んビー室けないヒ更て長い。

第三困調奮

 コ仏地ノ        o

       ∫毛○水温。塩分ス巽硝敏橿仙伽C.0.0㎎μ,雛輸.こg
       ノノ2.茅チ。73㎞!4ク25

       2ノ∫,533..4り4o02/・9∫3.ξ8

       3ノ5,83J、矛38000牙965.33

       4ノ5733.6930.0/935.46

       5ノ6.43そ39ク00/259¥568

       衰管ノ6.4344330,03'039458g

       6I一一一■ク夜目ノ62342530.03ア5茅g5、ヲ3       奮ノ64343970.θ3585㍗7
       抵脅・"3970.ゆ28965.3タ
       氏種ノ2/j3,83庁oo/98/oo5.02
       8被管ノ∫、4342/7oo/3975.02
       9!6,934054oo/8!0,25.3〆

       /δノク。j3.06コ0.0/8ノθ/4./7

       ///6.533、茅0つクρコJ5ノ。つ834

       1奄一r       /7.933,56797{・77

       ノ2夜種ノ6.0タ,㌢享.9∫

 地ム此峠妙止〃ノ机此μ
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 戸々/本戒〕l1尿採水点図  3月ノ日
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 ㍉・木、滅川尻亜硝酸剤く火早分柿
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 琵児島洛外定ノ走、観測請黒
 目杓蕩因の気象、海象の変化きI葡査.して唱丙漁・叢')曇硬資料ヒずる忌め!昭施27雫

 3月よリ留別玉庁っている.
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